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東日本大震災の被災者のみなさんに
心からお見舞い申しあげます

３
月
11
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た

大
地
震
と
大
津
波
は
、
多
く
の
尊

い
命
を
奪
い
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方

た
ち
に
は
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
の
深
刻
な
事
態
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
き
な
転
換
が
迫

ら
れ
、
原
発
推
進
は
見
直
す
べ
き
で
す
。

今
こ
そ
被
災
者
支
援
と
復
興
を
国
民

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

13
日
か
ら
救
援
募
金
の
た
め
街
頭
に

立
ち
、
多
く
の
方
々
よ
り
募
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
被
災
者
の
支

援
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

震
災
後
、
津
波
・
原
発
・
防
災
対
策

に
対
し
心
配
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
福
祉
を
充
実
し
て
こ
そ
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

議
会
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
住
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
町
政
を
確
立
す

る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

町民アンケートへのご協力ありがとうございました

日本共産党葉山町議会議員

震災の被災者支援と復興に全力
災害に強い、福祉のまちづくり

私どもが実施した町民アンケー

トに248通の回答がありました。

みなさんにはご協力をいただき、

本当にありがとうございました。

｢自営業で収入ダウン｣｢国保や

介護料の支払いが負担｣｢奨学金を

再開して｣など切実な生活実態、

カーブミラーの設置や狭あい道路

対策など、具体的な提案やご意見、

日本共産党への叱咤・激励などた

くさん寄せていただきました。今

後の活動に活かしていきたいと思

います。

248通

●アンケートの詳細は、本号の５ページ又は別

刷の「新葉山」号外をご覧ください。

日本共産党葉山町議団 検索

携帯サイトはこちらから→



みなさんと力合
日本共産党の

２議席で

☆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
創
設

☆
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

学
校
ト
イ
レ
の
「
く
さ
い
、

汚
い
、
暗
い
」
を
解
消
す
る

た
め
、
学
校
ト
イ
レ
を
ド
ラ

イ
方
式
に
改
修
す
る
よ
う
要

求
し
、
上
山
口
小
、
葉
山
小

の
校
舎
、
南
郷
中
の
体
育
館

が
改
修
さ
れ
、
洋
式
便
器
も

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
す
べ
て
の
学
校
ト

イ
レ
を
改
修
す
る
よ
う
求
め

て
い
き
ま
す
。

長
引
く
不
況
の
も
と
、
地
域
経

済
活
性
に
効
果
が
あ
る
「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
制
度
」
の
実

施
に
つ
い
て
、
共
産
党
は
、
何
度

も
議
会
で
取
り
上
げ
、
建
設
組
合

の
み
な
さ
ん
と
町
長
交
渉
も
行
っ

た
結
果
、
神
奈
川
県
で
初
め
て
、

21
年
度
か
ら
地
元
業
者
に
発
注
し

た
場
合
の
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た(

20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
つ
い
て
５
％
、
上
限
５

万
円)

。
21
年
度
は
17
件
、
22
年

度
は
12
月
時
点
で
24
件
、
２
年
間

の
工
事
総
額
は
約
２
５
０
０
万
円
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
23
年
度
限
度

額
が
10
万
円
に
拡
大
。
引
き
続
き

補
助
率
と
対
象
工
事
の
拡
大
を
求

め
、
町
民
か
ら
も
地
元
業
者
か
ら

も
喜
ば
れ
、
町
の
経
済
活
性
化
に

役
立
つ
よ
り
効
果
の
高
い
制
度
に

し
て
い
き
ま
す
。
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日本共産党議員団の主な実績

改修後の上山口小トイレ、児童は大喜びです

町長交渉

★通学費補助の対象をすべての公立学校に拡大。

★公共下水道を見直し、下水道事業のムダを削減。

★建築物の高さ制限、地下室マンション規制の条例化。

★国・県の押し付け遊歩道に反対し、漁港船揚げ場に変更させる。

★議会の委員会、全員協議会が傍聴出来るようになりました。

★情報公開条例を改正し、一層の充実を図りました。

★就学援助金制度の対象世帯（所得制限）を拡大させました。

★長柄地区にバス路線新設をさせることができました。

わせ実現しました

一般質問

子どもの

医療費

無料化を

議員提案

町
政
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

日
本
共
産
党
の
２
議
席

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
中

学
生
以
下
の
子
ど
も
の
時
に
接
種

す
る
こ
と
で
、
が
ん
予
防
に
大
き

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
議
会
で
取

り
上
げ
、
町
独
自
の
補
助
制
度
を

強
く
求
め
、
22
年
度
の
補
正
予
算

で
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に
実
施

す
る
と
同
時
に
、
今
後
も
継
続
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
補
助
も
実
施
予
定
で

す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
年
齢
拡

大
や
、
所
得
制
限
撤
廃
に
向
け

て
、
度
々
議
会
で
取
り
上
げ
、

15
年
度
に
他
会
派
の
協
力
も
得

て
、
４
歳
児
ま
で
の
無
料
化
を

求
め
る
条
例
案
を
共
同
提
案
し

た
結
果
、
「
就
学
時
前
ま
で
」

引
き
上
げ
ら
れ
、
16

年
度
は

「
７
歳
未
満
」
に
、
22
年
度
は

小
学
校
１
年
生
、
23
年
度
か
ら

は
２
年
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
箱
根
町

の
よ
う
に
中
学
校
卒
業
ま
で
対

象
を
拡
大
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

☆
医
療
費
助
成
を
小
学
２
年
生
ま
で
拡
大

☆
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
現

党
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
の
あ
る
２
議
席
を
力
に
、
町
政
の
監
視

役
と
し
て
、
ま
た
町
民
要
求
実
現
の
た
め

40
件
の
議
員
提
案
を
行
い
、

14
件
実
現
す
る
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
２
人
の
議
員
団
の
実
現
に
み
な
さ
ん
の
お
力
添
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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商売の大変さ、厳しさもわかり

商店や職人の頼りになる味方

近藤議員には、孫請け不払い問題では解決

に尽力してもらいました。また、私たち零細

業者の要求でもあった「住宅リフォーム助成

制度」を質問で度々取り上げてもらい、21年

度に実現しました。私たち業者を取り巻く環

境は、ますます厳しくなっています。われわ

れの味方としてこれからも頑張ってください。

神奈川土建組合葉山分会

塗装業・一色在住

小林啓二

た
し
か
な
力



●
国
民
健
康
保
険
料
の
年
間
二
万
円
の
引
き
下
げ
を
実

現
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
医
療
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
ま
す
。

●
中
学
校
給
食
の
実
施
。
就
学
援
助
金
の
拡
充
、
奨
学

金
制
度
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

●
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
さ
せ
ま
す
。

●
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
を
す
す
め
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
を
介
護
度
に
関
係
な
く
、
必
要
な
方

に
支
給
さ
せ
ま
す
。

●
葬
祭
や
事
故
な
ど
、
一
時
的
に
介
護
で
き
な
い

時
に
利
用
で
き
る
「
緊
急
一
時
入
所
制
度
」
の

実
施
を
求
め
ま
す
。

●
津
波
対
策
と
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的
見
直
し

●
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
等
の
拡
充
を
す
す
め
、
耐
震
補
強

工
事
助
成
制
度
を
復
活
さ
せ
ま
す
。

●
最
低
制
限
価
格
導
入
、
公
契
約
条
例
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

●
地
産
・
地
消
を
推
進
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

がんばります一生懸命

●
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
分
別
と

個
別
収
集
に
よ
る
資
源
化
・
減

量
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
上
山
口
の
広
大
な
土
地
（
ダ
イ

ワ
ハ
ウ
ス
工
業
所
有
）
は
、
国
・

県
と
協
議
し
、
公
有
化
し
て
保

全
を
は
か
り
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
、
ふ
れ
あ
い
パ
ス
カ
ー
ド

購
入
助
成
な
ど
実
現
を
求
め
ま
す
。

●
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
の
役
割
が
基
本
的
に
終
了
し

た
、
逗
葉
新
道
の
無
料
化
を
推
進
し
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
の
見
直
し
を
す
す
め
、
下
水
道
事
業

団
任
せ
に
よ
る
無
駄
を
是
正
さ
せ
ま
す
。

(複数回答)
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Ｑ.葉山町に優先的に取り組んでほしい施策？

町民の約７割が「生活が苦しくなった」回答。長期

不況と景気の後退は、深刻な影響を表わし、震災の影

響を考えると町民の暮らしを守る町政が必要です。

町民アンケートの結果
みなさんからたくさんの要望

苦しくなった67％

変わらない30％

近藤昇一さんの活躍に期待します

荒
井
真
幸

長
柄

矢
内
美
恵

長
柄

河
村
輝
夫

長
柄
・
飲
食
店
経
営

根
岸
京
一

長
柄
・
同
級
生

木
内
栄
子

堀
内

髙
梨
厚
子

堀
内

本
場
錬
治

堀
内

角
田

正

一
色
・
同
級
生

天
野
清
司

一
色

富
塚

昇

民
商
会
長
・
同
級
生

根
岸
義
道

弁
護
士

長
谷
川
幸
生

中
央
大
学
名
誉
教
授

平
野
恵
造

医
師

志
位
和
夫

党
委
員
長
・
衆
院
議
員

介
護
・
福
祉
の
充
実
を
す
す
め
ま
す
。

防
災
対
策
と
地
域
経
済
活
性
化
を
す
す
め
ま
す

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
す
す
め
ま
す

町
民
参
加
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す 緑

と
住
環
境
の

保
全
を
す
す
め
ま
す

近藤昇一の
お約束

１位 高齢者福祉や介護制度の充実
２位 国保料の負担軽減

３位 ごみリサイクル対策
４位 行財政改革の推進

５位 防犯対策
５位 子育て支援

楽になった2％わからない1％

ベスト５



近藤昇一
朝
か
ら
駆
け
ず
り
回
り
、
住
民
の
相
談

に
の
り
、
要
求
実
現
の
先
頭
で
頑
張
り
、

議
会
で
は
町
長
と
堂
々
と
わ
た
り
あ
い
、

積
極
的
な
提
案
も
行
い
議
会
を
リ
ー
ド
し
、

初
当
選
の
原
点
を
忘
れ
ず
「
町
民
こ
そ
主

人
公
」
の
立
場
を
貫
い
て
き
ま
し
た
。

高
齢
化
や
少
子
化
、
厳
し
い
経
済
の
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
「
く
ら

し
に
や
さ
し
い
町
政
を
」
と
い
う
熱
い
思

い
を
胸
に
今
日
も
葉
山
を
走
っ
て
い
ま
す
。
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気
さ
く
な
人
柄
で
相
談
解
決

32年間休まず一般質問400項目超え
議員提案は40件に及びます。

【略歴】1949年生まれ、葉山小・中学校、追浜高校、中央大学卒/現在・議会

運営委員会委員長、総務建設常任委員、ごみ問題特別委員/25歳初当選、現在8

期目/長柄町内会相談役、長柄神輿保存会/家族は妻と1女/自宅は堀内2253-4

電話 875-9619 FAX 876-3235 ｅﾒｰﾙ s.kondo＠cyber.ocn.ne.jp

８
期
32
年
間
、
定
例
議
会
ご
と
の
一

般
質
問
を
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
続
け
、

そ
の
数
は
４
０
０
項
目
に
及
び
ま
す
。

葉
山
町
議
会
の
中
で
質
問
の
回
数
と
量

と
も
断
然
ト
ッ
プ
で
す
。

長
い
間
、
オ
ー
ル
与
党
化
し
た
葉
山

町
議
会
の
中
で
、
12
年
間
た
っ
た
一
人

の
野
党
議
員
と
し
て
活
動
し
、
平
成
５

年
に
他
会
派
の
協
力
も
得
る
こ
と
が
で

き
、
葉
山
町
議
会
で
初
め
て
条
例
の
修

正
案
を
提
出
。
保
守
系
ベ
テ
ラ
ン
議
員

か
ら
「
勉
強
に
な
っ
た｣

と
賞
賛
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
が
２
議
席
を
得
て
か
ら

も
、
他
会
派
と
共
同
し
て
議
員
提
案
権

を
積
極
的
に
活
用
し
、
小
児
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
改
正
案
（
対
象
年
齢
の

拡
大
）
、
葉
山
町
美
化
条
例
、
議
会
基

本
条
例
、
審
議
会
等
の
公
開
要
綱
な
ど

を
制
定
し
て
き
ま
し
た
。

今
、
議
会
運
営
で
は
、
若
い
議
員
な

ど
か
ら
相
談
も
受
け
、
党
派
を
越
え
て

信
頼
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

長
を
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

森町長への申し入れ

議会の控室

長柄御霊神社祭礼の近藤議員(左)

のあゆみ

原水禁世界大会へ参加(写真右端)

昇一と母

ふ
と
ん
屋
の
長
男
と
し
て
葉
山
で
育
つ
。
高
校

時
代
に
は
バ
レ
ー
部
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
。

家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
中
央
大
学
に
進
学
、
学

生
自
治
会
や
平
和
委
員
会
で
活
動
し
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
な
ど
に
参
加
、
自
分
の
生
き
方
や
戦

争
と
平
和
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
日
本
共
産
党

が
戦
前
戦
後
一
貫
し
て
戦
争
に
反
対
し
た
唯
一
の

政
党
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
23
歳
で
入
党
。

葉
山
の
み
ど
り
と
海
で
育
つ

卒
業
後
、
家
事
を
手
伝
い
な
が
ら
、
故
郷
の

緑
が
削
ら
れ
て
い
く
の
を
黙
っ
て
い
ら
れ
ず
25

歳
で
立
候
補
、
最
年
少
で
当
選
。
地
域
の
サ
ー

ク
ル
四
季
を
通
じ
て
、
同
級
生
の
光
子
さ
ん
と

結
婚
、
二
人
の
娘
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
共
働
き
で

子
育
て
を
続
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
役
場
バ
レ
ー

部
に
所
属
し
た
り
、
長
柄
小
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
に
所
属
し
て
町
民
大
会
に
も
参
加
す
る
フ
ァ

イ
ト
マ
ン
。
昨
年
の
町
民
大
会
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー

に
助
け
ら
れ
、
成
人
２
部
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
。

祭
り
好
き
は
有
名
で
先
頭
に
立
っ
て
神
輿
を

担
ぐ
根
っ
か
ら
の
庶
民
派
で
す
。

25歳で当選、初議会の近藤議員と磯村議員

葉
山
へ
の
思
い
は
人
一
倍
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